
は じ め に

絶滅の恐れのある淡水産藻類に関する情報は，水産庁

および環境庁版のレッドデータブック（以下 RDB）に

記載があるほか，地方版 RDB で調査対象として取り上

げられている県は埼玉や千葉，鹿児島などごく一部に限

られている．愛媛県では，２００２年に松山市版，２００３年に

愛媛県版の RDB が相次いで出版された．しかしなが

ら，いずれも対象分野は県内の研究体制や調査状況の進

展度合いを反映し，藻類は対象から除外され情報の集積

が行われなかった．

本稿は，将来的に愛媛県の藻類 RDB および藻類誌を

編むことを念頭に，絶滅リスクが高いとされる淡水産藻

類のうち，文献及び現地調査により県内において分布が

確認されている種に関する現状をまとめたものである．

藻類は水質汚濁などの影響により容易に消滅しうる生物

群であり，特に淡水産藻類は多くの絶滅危惧種が知られ

ている．これらの藻類は特に保全を必要とする緊急度の

高いものが含まれているだけでなく，絶滅リスクが低く

ても清冽な水質の指標となりうる種をも含んでいる．

これらの淡水産藻類は，生育地に関する情報が明らか

になってもリスクが高まるような採集圧がかかることは

想定しにくく，むしろ種の分布を積極的に開示すること

が近隣住民の意識向上につながり，結果として生育環境

の保全に寄与すると考えられる．

記述は種名，学名，県内の分布記録，種の説明や特記

事項等，の順に記した．分布記録のうち，引用の無いも

のは著者の観察および採集記録によった．

１ 淡水産紅藻

愛媛県内においてこれまで確認されている種としてオ

キチモズク，オオイシソウ，カワモズク類，タンスイベ

ニマダラなどが挙げられる．また汽水域までを含めると

アヤギヌ，ホソアヤギヌなども記録されている．いずれ

の藻類の生育地も種の存続のうえで安定した環境とは言

いがたく，絶滅の危機に瀕している状態にある．

（１）オオイシソウ目

オオイシソウ Compsopogon coeruleus (Balbis) Montagne

分布記録：松山市（八木，１９６４），新居浜市（八木，

１９６４），四国中央市土居町藤原，西条市石田，愛南町蓮

乗寺川

オオイシソウは，日本では主に暖温帯域の低地を流れ

る小河川や，海岸に近い水路に生育する（熊野，２０００）．

開発などの影響で全国的に分布が減少しつつあり，環境

庁版レッドデータブックでは絶滅危惧�類に指定されて
いる（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）．

愛媛県内では，これまでに松山市・新居浜市・四国中

央市・西条市・愛南町において生育が確認されている．

松山市および新居浜市の記録は八木繁一氏による１９６０年

代の報告に記載されているものの，現在では対照標本も

存在しないため産地を特定することが出来ない．また，

八木自身の報告において，県内ではすでに産地が消滅し

つつあるとも記されている（八木，１９７２）．このほか，

中村ら（長谷井・中村，１９８０，中村，１９９９）の報告にも

松山市の記録がある．これらは八木による戦前の採集記
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録を引用しているが，現在では詳細な産地の確認は困難

な状況である．なお，四国では香川県にも生育地が知ら

れており，近年では丸亀市での生育が確認されている

（熊野ほか，２００２）．

現在，愛媛県内における確実な生育地としては３箇所

が挙げられる．四国中央市（小林，２００２）の生育地は湧

水を起源とする幅１メートルほどの農業用水路であり，

海岸に近く，水路を流れる水は若干の塩分を含んでい

る．分布範囲はかなり局所的であり，個体数は確認当初

に比べて減少傾向にある．存在もほとんど知られておら

ず，現状では保護対策が講じられていないため消滅の危

険性は高く，今後の推移を注意深く見守る必要があ

る．２００３年には，愛南町において生育の可能性を示唆す

る藻体が採集されているほか（洲澤譲氏私信），２００４年

には西条市においても確認，採集された．この生育地も

局所的で，水田地帯を流れる小河川の堰の矩体を基質と

しており，周囲の転石上などには生育が確認されなかっ

た．

（２）カワモズク目

カワモズク類は汎世界的な分布を示すものが多く，国

内にも多数の種が分布する．環境庁版レッドデータブッ

クでは，カワモズク類のうち１０種が準絶滅危惧に指定さ

れている（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）が，近

年の分子生物学的な再検討の結果，レッドデータブック

の刊行以後にも分類の定義がたびたび変更されているの

で注意を要する．これまで日本国内で確認されている２４

種のうち，以下の４種が愛媛県で確認されている（熊野

ほか，２００２）．いずれの種も湧水や湧水を起源とする水

路，河川などで確認されており，複数の種が同一地点で

混生しているケースもよく見られる．現在までのところ

では，和名の無い Batrachospermum arcuatum が県内で最

も広い分布を示しているが，他種も今後の調査で新たな

生育地が確認される可能性が高い．

カワモズク Batrachospermum gelatinosum（L.）De Can-

dolle, Emend. Vis et al.

分布記録：松山市南土居（熊野，２０００），松山市高井町

（熊野ほか，２００２），愛南町柏（内海村，２００４）

カワモズクは東北から九州に至る国内の広い範囲で確

認されており，秋から春にかけて平地の湧水や水質の良

い水路などに生育する．環境庁版レッドデータブックで

は準絶滅危惧種に指定されている（環境庁自然保護局野

生生物課，２０００）．

県内では松山市周辺と県南部の小河川で確認されてお

り，同様の環境を詳細に調査することで生育地は増える

ものと思われる．

和名無し Batrachospermum arcuatum Kylin

分布記録：四国中央市金生町（熊野ほか，２００２），東温

市吉久（熊野ほか，２００２），愛南町長洲（熊野ほか，

２００２），新居浜市中萩，西条市安知生・明神木・下島山・

広江，愛南町柏（内海村，２００４）

秋から春にかけて平地の湧水や水質の良い水路などに

生育し，国内では北海道から熊本県にいたる各地で確認

されている．環境庁版レッドデータブックには記載が無

いが，これは種としての認識が RDB 刊行に間に合わな

かったものと思われる．注１）これまでのところ，県内では

最も広い範囲に分布している種である．全国的に見ても

他種と同等の絶滅の危険性があると見なされており（洲

澤氏私信），今後の調査を要する．

ナツノカワモズク Batrachospermum anatinum Sirodot

分布記録：かつて愛媛県内で採集された記録（Mori，

１９７５）があるが，詳細な場所は不明．

夏季に平地の湧水や水質の良い水路などに生育する．

本種は環境庁版レッドデータブックでは準絶滅危惧種に

指定されている（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）

が，Vis et al（１９９５）および熊野（２０００）により分類の

定義が変更されたため，過去の記録に対しては再吟味が

必要である．注２）これまでの国内の記録としては，栃木県

から熊本県にいたる各地で確認されている（Mori，

１９７５）．

アオカワモズク Batrachospermum helminthosum Bory

分布記録：四国中央市金生町（熊野ほか，２００２），西条

市楢木（熊野ほか，２００２），西条市明神木・安知生・下

島山・広江，今治市（熊野，２０００），東温市吉久（熊野，

２０００，熊野ほか，２００２）松山市高井町（熊野ほか，

２００２）

秋から春にかけて平地の湧水や水質の良い水路などに

生育し，国内では北海道から九州にいたる各地で確認さ

れている．本種は，最近になってミドリカワモズク B.

elegans Sirodot と統合された（Hanyuda et al，２００４）．い

ずれも環境庁版レッドデータブックでは準絶滅危惧種に

指定されている（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）．

県内ではこれまでに県の東部から中部で分布が確認され

ており，西条市の生育地では，B. arcuatum と混生し，

同一地点で生育確認されることが多い．

（３）チスジノリ目（熊野ほか，２００２注３））

オキチモズク Nemalionopsis tortuosa Yoneda et Yagi

分布記録：東温市吉久おきち泉

オキチモズクは，八木繁一氏により１９３８年に温泉郡川

内町（現東温市）のおきち泉周辺で見いだされ，１９４０年

に新種として発表された（八木・米田，１９４０）．この発
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表により，それまで別種のチスジノリとされていたもの

の中にも本種が含まれていることが判明した．

これまでに愛媛県のおきち泉以外に，熊本県や長崎

県，鹿児島県を中心に九州での生育地が相次いで報告さ

れたが，多くの生育地で消滅が相次いでいる状況にあ

り，環境庁版レッドデータブックでは絶滅危惧�類に指
定されている（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）．

本種のタイプ産地であるおきち泉周辺は，国の天然記念

物に指定されている．

愛媛県では，かつてはおきち泉周辺にも広く生育して

いたとされるが，昭和４０年以降個体数は減少傾向にあ

る．この要因として，洪水や渇水などによる地下水位の

変動のほか，水路改修など人為的改変の影響も一因と見

られるが，個体数変動と環境要因の因果関係は解明され

ていない．このような状況から川内町では，平成２年よ

り九州産の藻体を移植するとともに，日照条件をコント

ロールした定着試験を実施し，種の生態を探りながら保

全活動を継続している．

愛媛県のオキチモズクには上記のような特殊事情があ

るため，将来的に自然発生が見られた場合，その藻体は

四国と九州のどちらの系統なのかという問題が生じるこ

とが予想される．過去に採集された藻体との比較が可能

であれば，四国産標本の所在を確認しておく必要があ

る．

（４）ベニマダラ目

タンスイベニマダラ Hildenbrandia rivularis（Liebmann）

J. Agardh

分布記録：西予市宇和町明間観音水（八木，１９６４），東

温市吉久（熊野ほか，２００２），松山市南高井町，松前町

恵久美，東温市田窪・滑川，西条市西之川・明神木・喜

多川・小松町南川，新居浜市中萩・外山町

タンスイベニマダラは，紅藻綱ベニマダラ目ベニマダ

ラ科に属する平滑な淡水産藻類であり，湧水や水質の良

い水路・河川などで，水中の岩石上にへばりつくように

生育する（熊野，２０００）．環境庁版レッドデータブック

では準絶滅危惧種に指定されている（環境庁自然保護局

野生生物課，２０００）．八木による西予市（旧宇和町）の

記録は「ベニマダラ」と記述されているが，当時の種の

認識によるものであることから，現時点では本種とみな

して支障ないものと思われる．

他県では絶滅リスクの高い種とされているところもあ

るが，愛媛では湧水起源の水路などに広く分布してお

り，絶滅リスクは低い．今後の調査でも分布記録はかな

り増えるものと思われる．遠目にも存否の判別が容易で

あることから，比較的水質のきれいな水域の簡便な指標

として用いることも可能と考えられる．

（５）イギス目

過去の記録の中で特筆すべきものにコノハノリ科に属

するアヤギヌ及びホソアヤギヌ，フジマツモ科に属する

タニコケモドキが挙げられる．

アヤギヌ Caloglossa continua（Okamura）King et Puttock

分布記録：西条市今在家（八木，１９６４），西条市渦井川

（八木，１９６４），岩松川河口（八木，１９６４），御荘湾

八木（１９６４）によれば，県内の広い範囲で確認されて

いるとの記述があるが，本種の生育に適した場所では水

路の改修や水門閉鎖による淡水化，雑排水の流入など環

境変化が著しく，現在では再確認出来ない場所もみられ

る．県南部の御荘湾では塩生植物群落中などで現在でも

アヤギヌの生育が認められ，詳細な調査が必要と考えら

れる．環境庁版レッドデータブックでは，準絶滅危惧種

に指定されている（環境庁自然保護局野生生物課，

２０００）．

ホソアヤギヌ Caloglossa ogasawaraensis Okamura

分布記録：西条市今在家（八木，１９６４），西条市渦井川

（八木，１９６４）西条市樋之口・古川乙，四国中央市土居

町藤原，岩松川河口（八木，１９６４），御荘湾（八木，

１９６４）

八木（１９６４）によれば，県内の広い範囲で確認されて

いるとの記述があるが，本種の生育に適した場所では水

路の改修や水門閉鎖による淡水化，雑排水の流入など環

境変化が著しく，現在では再確認出来ない場所もみられ

る．最近の調査では，西条市や四国中央市の海岸に近い

汽水域の水路で採集されている．環境庁版レッドデータ

ブックには記載がないが，良好な汽水域の指標として注

目すべき種と考えられる．

タニコケモドキ Bostrychia simpliciuscula Harvey ex J.

Agardh

分布記録：四国中央市土居町藤原

四国中央市のオオイシソウが生育する水路において，

ホソアヤギヌとともに生育が確認されている．県内では

これまでタニコケモドキの記録が無く，分布状況に関す

るさらなる調査が必要である．環境庁版レッドデータブ

ックでは，準絶滅危惧種に指定されている（環境庁自然

保護局野生生物課，２０００）．

２ 淡水産褐藻

紅藻類や緑藻類に比べ，淡水に生育する褐藻類は非常

に少なく，世界中でも６属８種にすぎない．国内に分布

する種としては褐藻綱クロガシラ目クロガシラ科に属す

るイズミイシノカワただ１種のみが知られている．

小 林 真 吾
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イズミイシノカワ Heribaudiella fluviatilis（ARESCHOUG）

SVEDELIUS

分布記録：東温市田窪，西条市明神木

最近，愛媛県内の２カ所で生育が確認された．本種は

一見して藻類と認識されにくいことから，これまで見落

とされていた可能性が高い．タンスイベニマダラと同所

的に生育することが多く，石などの表面上にへばりつく

ように生育する．環境庁版レッドデータブックには記載

がないが，千葉県版レッドデータブックでは絶滅リスク

の高い最重要保護種にランクされている（宮田，２００３）．

既知の産地としては，山形県，栃木県（２カ所），茨城

県，千葉県，岐阜県，兵庫県の合計７カ所の報告がある

（吉崎ほか，１９８４；吉崎・井浦，１９９１）．全国的に見て

も記録が少なく絶滅リスクの評価が定まっておらず，県

内でも過去の記録が全く存在しないため分布状況につい

て早急に把握する必要がある．

タンスイベニマダラと同様に分布域が広く絶滅リスク

は低いものと考えられるが，市街地に近い生育地では水

質の悪化で減少する可能性がある．

３ 輪藻（シャジクモ類）

愛媛県内に生育する大型藻類のうち，その現状が全く

と言っていいほど分からないのがシャジクモ類の分布で

ある．シャジクモ類は輪藻綱シャジクモ目シャジクモ科

に属する藻類で，シャジクモ亜科とフラスコモ亜科の２

つに分かれる．これまでに，国内では４属７４種（シャジ

クモ亜科３属１８種（含１亜種６変種），フラスコモ亜科

１属５６種（含１７変種））が知られているが，このうち約

４０％にあたる３０種が環境庁版レッドデータブックに掲載

された（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）．四国に

は，シャジクモ属８種とフラスコモ属２５種の計３３種が分

布するとされており（今堀・加崎，１９７７），詳細な調査

によって多くの種が確認される可能性がある．県内のた

め池や規模の大きな湧水池ではフラスコモ属数種の生育

が確認されているが，実態はよくわかっていない．シャ

ジクモ類のフロラを解明することは，県下の淡水藻類の

調査でも特に緊急かつ重要な課題である．

シャジクモ Chara braunii GMELIN

分布記録：西条市明神木・港・安知生，今治市波方，四

国中央市土居町藤原

日本全国の湖沼や水路，水田などに分布，環境庁版レ

ッドデータブックではリスクの高い絶滅危惧�類に指定
されている（環境庁自然保護局野生生物課，２０００）．こ

れは，過去に分布が確認された湖沼を中心とした追跡調

査の結果などを重視したためと考えられる．県下では，

平地の水田や農業用水路などに多数が生育する．分布も

県内の広い範囲に及ぶものと考えられ，今のところ絶滅

リスクは低いものと思われる．

４ 淡水産緑藻

緑藻で注目すべきものには緑藻綱アオサ目カワノリ科

に属するカワノリ Prasiola japonica YATABE が挙げら

れる．本種は，環境庁版レッドデータブックでは準絶滅

危惧種に指定されており（環境庁自然保護局野生生物

課，２０００），主に太平洋側の河川上流に生育するとされ

ることから，国内の分布を把握するうえでも重要な種で

ある．これまでの記録としては，西予市野村町の四国カ

ルスト周辺で確認されている（八木，１９６４，１９７２）もの

の近年の情報は皆無であり，追認が急務である．

お わ り に

愛媛県では，八木繁一らにより約５０年前の藻類相が明

らかにされている．海産藻類だけでなく一部の淡水藻類

においても，県レベルで５０年前との比較が可能である地

域は，全国的に見ても珍しいと思われる．今後は，八木

らによる県内の記録の追認および絶滅危惧種の調査を通

じてデータ収集するとともに，絶滅リスクの高い種につ

いては生育地の保全策も同時に考えていく必要があると

考えられる．

環境庁版レッドデータブックに掲載されたシャジクモ

類３０種のうち，５種は日本から絶滅したとされた．この

５種は全て日本固有種であったため，日本からの絶滅は

同時に地球上から絶滅したことを意味している．野崎

（２００１）は，シャジクモ類の絶滅要因として水域の富栄

養化，干拓等の水域開発，草食魚の放流を主要因として

挙げた．全国的な淡水藻類の調査は，わずかの人員で限

られた地域を対象として実施されていることから，絶滅

リスクが過大評価されている可能性も否めない．しか

し，淡水藻類全般の生育環境を脅かす主要因が人為的な

ものであり，その存在が認知されない状況が続くとすれ

ば，絶滅のリスクが高まるものと考えられる．
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情報は，調査のみならず執筆の上でも非常に有益であっ

た．また，川内町（現東温市）教育委員会樋口康裕氏に

は，オキチモズクの保全状況に関し様々な情報を提供し

ていただいた．これらの方々に記して御礼申し上げる．

注 釈

注１）本種は，Vis et al（１９９５）による記載をもとに，

熊野（２０００）が国内記録を再整理した．このため同

年に出版された環境庁 RDB では絶滅リスクの評価

ができなかったものと思われる．

注２）環境庁版レッドデータブックでは，ナツノカワモ

ズクの学名は B. stagnale が採用されているが，そ

の後の研究で B. anatinum となった．さらに雌雄同

株性のものを B. anatinum，異株性のものは B.

arcuatum として区別したが，それまでの整合性か

ら B. anatinum がナツノカワモズクとなり，B.

arcuatum には和名が無いままとなっている．

注３）オキチモズクの属するチスジノリ科をどの目に含

めるかは様々な見解があるが，ここでは熊野ほか

（２００２）に従った．
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